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５年生・家庭科～給食室のひみつ～ 
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 １７日に、５年生が東広島市の小学校９校と鹿児島県徳之島町の小学校１校の５年生と

遠隔授業を行いました。 

 テーマは、「日本の３つの場所に注目！自然と人々のくらしを比べよう」。３つの地域の

農水産物や学校生活を比較し、気候（緯度）や地形（標高）の影響による各地域の生活や

農水産物の特徴について学習しました。 

 バナナや米、ジャガイモなどがそれぞれの地域で栽培できるかを紹介し合い、どうして

地域によって差が生まれるのか、栽培にかかわる人々がどのような努力をしているのかを

実際のバナナ農家さんと映像をつないだり、地図や資料をもとにしたりして考えました。 

 ３つの地域で共通して栽培しているジャガイモの収穫時期がそれぞれ違うことなどに

驚いたり、各地域の５年生がそれぞれの予想を立てて発表し合ったり、新しく知ったこと

を生かして学級で話し合ったり、充実した中身の濃い社会科の学習ができたようです。 

 最後は、画面越しに、名残惜しそうに手を振り合う子供たち。 

これからも様々な地域とつながり、学習したことを深めることができたらいいですね。 

 校内授業研究第２弾は、４年生の算数でした。大学の先生や学生さんも多く参観に来て

くれました。「うわー、人がいっぱい」と最初こそざわざわしていた子供たちですが、授業

が始まれば、一気に集中し、学習課題について、これまでの学習を生かして思考をはたら

かせ、互いに意見を交わしていました。それぞれが自分で見通しを立て、自分の考えを表

現し合うため、説明の仕方も多種多様。それを互いに聞きながら共通点を見出し、解決に

向けて考えをまとめ合う４年生はとても楽しそうで頼もしいです。 

子供たちに負けないよう教員も研修に、授業改善に励みます！ 


